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ＳＣＭによる物流効率化への取組み

花王株式会社
ロジスティクス部門

関根 史麿

2006年 6月 19日

花王株式会社・会社概要 （平成18年3月期）
All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

創 業 1887年6月 （明治20年）

石鹸の製造開始 1890年10月 （明治23年）

資本金（単独） 854 億円

総資産（単独） 10,241 億円

売上高 単独 6,886 億円

連結 9,712 億円

営業利益 単独 906 億円

連結 1,201 億円

当期純利益 単独 641 億円

連結 711 億円
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私たちは、消費者・顧客の立場にたって、心をこめた“よきモノづくり”を行

ない、世界の人々の喜びと満足のある、豊かな生活文化の実現に貢献するこ

とを使命とします。

私たちは、この使命を達成するために、全員の熱意と力を合わせ、清潔で美

しくすこやかな暮しに役立つ商品と、産業界の発展に寄与する工業用製品の

分野において、消費者・顧客と共に感動を分かち合う価値ある商品とブラン

ドを提供します。

使命

ビジョン

花王ウェイ

私たちは、それぞれの市場で消費者・顧客を最もよく知る企業となることを

グローバルにめざし、全てのステークホルダーの支持と信頼を獲得するとと

もに、社会の持続的な発展に寄与します。

「花王ウェイ」は、花王の事業活動と社員の行動の基本となる企業理念です。「使命」「ビジョン」

「基本となる価値観」「行動原則」で構成されています。（2004年10月策定）
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ハウスホールド製品
34%

パーソナルケア製品
27%

サニタリー製品

16%

化粧品
11%

工業用製品

6,886億円 （単体）

衣料用洗剤 ／ 台所用洗剤
住居用洗剤 ／ 紙製品

石鹸 ／ シャンプー、リンス
ボディーソープ ／ ヘアケア製品
ヘアカラー ／ 入浴剤 ／ 歯磨き, 歯ブラシ

生理用ナプキン ／ 紙オムツ

食用油 ／ドレッシング

食品

12%

花王(国内)の事業構成
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酒田

愛媛

鹿島豊橋

東京

川崎

栃木

和歌山

当社の生産工場 （2006年3月末現在）
All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

当社の物流拠点 （2006年0３月末現在）
All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

金沢LC

石狩LC

仙台LC

ILC

ＫLC
稲沢LC

豊橋LC

更埴LC

広島LC

米子東

坂出LC

鹿児島LC

北九州LC

沖縄

加古川
尼崎LC

青森ＬＣ

沼南LC

全在庫物流拠点 ２１ｹ所

新潟ＬＣ

八王子LC

堺LC
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花王の特徴（1） 販社システム

花王の家庭品流通チャネル一般的な流通チャネル

花 王

花王家庭品販売会社

消 費 者

小 売 店

メ ー カ ー

一 次 卸 店

消 費 者

小 売 店

二次三次卸店

[ 消費者までの太く，短いパイプ ］

受注データ
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直販

花王の特徴（２） ロジスティクス・ネットワーク

工
場

（８
工
場
）

消

費

者

代行店

２４ｈｒ 配送２４ｈｒ 配送 小

売

店

物
流
拠
点

（
２
１
拠
点
）

小

売

店

ﾁｪｰﾝ
共配ｾﾝﾀｰ

原
材
料
メ
ー
カ
ー

90,000店

2,300店

小型車
1,000台／日

大型車
500台／日

商品設計～調達～生産～配送を全体最適化

１.3億梱／年

All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

2005年度実績50 ブランド ・ 1,000 アイテム ・ 年間 １.３億梱
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商品特性

物 量

製品荷姿

個別包装の設計方針 ：

：全て見込み生産、鮮度に対する要求は低い

133 百万梱
：

個別包装 紙箱、プラスチック・ボトル、フィルム

段ボール

重量は約 10kg 

パレット Ｔ－11型 （1,100mm 角）木製

総重量 500kg 以下

積み付け高さ 1,100 または 2,200mm 以下

パレットへの積載効率を考慮して寸法を決定

：05年度売上数量 ( 家庭用品 )

製品入れ数は、原則として３の倍数

製品数 ： 50 ブランド ， 1,000 アイテム

物流システムの特徴
All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

（* 食品事業ではフレッシュマネッジメント必須）

All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

パレット（Ｔ11型） 面

梱

個装
（ピース）

ﾌﾚｯｼｭ
ｧﾐﾘｰﾌ

ｱﾀﾂｸ 折りたたみコンテナ

１ケースのハンドリングとピース１個のハンドリングは，ほぼ同等の手間が掛かる

出

荷

物流の単位（拠点内作業：荷揃え）
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花王のロジスティクス・システムの進化
All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

事業所間オンラインシステム稼動

(1968)
受注/生産/在庫管理

花王販社設立

(1967)

1970年 1980年 1990年 2000年

公衆回線開放
(1973)

花王～販社(110社)間オンライン化
(1974～78) 製品別売上・在庫情報の把握

販社在庫の花王資産化
(1976)

販社への製品自動供給システム稼動
(1976)

大手小売店からのオンライン受注開始

(1980) EOS

OSシステム（VMIコンセプト）

本社/営業所～工場/倉庫

物流合理化5ヵ年計画

(1971) 一貫パレティゼーション
自動倉庫
ユニット・ロード

広域LC稼動

(1987) 川崎LC
(1988) 岩槻LC

共有DB構築

(1993) 要素データの蓄積

128社 -> 1社(99年)

物流の広域化

SCMプロジェクト

(1997) 予測ｼｽﾃﾑ開発

エコーシステム稼動

(1978) 消費者との直接ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
(1996) 全品日別店別出荷データ

・季節品予測

・新製品予測

・商品切替予測

・類似品予測

・通常品予測

生産

購買

ベンダー

日 年

“ 予測手法の開発 ”

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ

週 月

供給の情報帯域

トレンド予測（過去情報の最大活用）

商談情報

販売予測

物流

サプライ・チェーン・マネジメント 予測に基づく同期連携
All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation
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予測の必要性

販売

物流

生産

購買

ﾍﾞﾝﾀﾞｰ

日 年

責任部門（販売）が計画策定

各部門で誤差を独自設定
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

週 月

供給の情報帯域

販売計画（参考）

8/8/00

部門計画策定，実施（部門最適）

All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

部分最適 全体最適

「 スループット の向上 」

必要な時に，必要な“もの”を，必要なだけ供給
滞りなく，速やかに

SCM プロジェクト の ねらい

出荷予測に基づき全部門が 同期・連携

・ 市場の需要変動に即応
・ 滞りなく確実に商品を供給する仕組み創り

業務（手順）の設計，透明化

結果 “ 在庫 ” ，“ 欠品 ” ，“ コスト” の削減

短期（1週間～数ヶ月）の運用最適化◆ スコープ

◆ 評価

◆ ポイントとなる手段

◆ 目的

All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation
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サプライチェーン・マネジメントの成果
All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

SCM Project.

在
庫

日
数

比
（
9
7
年

基
準

）

自
動

品
件

数
欠

品
率

（
％

）

在庫

欠品

在庫適性化の効果

１．調達 * 購入費用

２．生産 * 製造変動費用
* 倉庫費用
* パレット使用料
* 不要品処分費用

３．輸送 * 不要品の輸送費用
* パレット使用料

４．販売 * 不要品処分費用

買わず

造らず

送らず・借りず

棄てず

All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation
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>>>  全体最適化 <<<

リードタイム

調達調達

生産生産

販売販売

輸送輸送

低価格

活動
計画

見込生産見込生産 サービスレベル

資本
効率

予測予測
“ＡＢＣ” “ＥＶＡ”

“ 計画 ”

生産効率

積載効率

販売機会

在庫水準 : 同期連携の指標

大量購入

連続生産

大型容器

欠品削減

在庫水準
の上昇

花王のサプライ・チェーン・マネジメント

部分最適

All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

供給システム

物 流

拠 点

生 産

工 場

PULL 型Prediction 型

販 売補 充

☆ 基準在庫

☆ 売れた分の補充

☆ 未来予測

☆ 在庫の上下限

D = LT + RT

予 測 に 基 づ く 生 産 と Ｐ ｕ ｌ ｌ 型 補 充
All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

欠品制御在庫制御
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売上データの時系列解析

売
上

数
量

（
梱

/
日

）

時系列解析時系列解析

季節変動

通常変動

イベント

季節変動季節変動

通常変動通常変動

イベントイベント

梱
／

日

日付

All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

距離

仕様

数量

単価

輸送
製品特性

車 種

運 用 積載率
バラ積み
平準化

輸送モード
大型化

製品重量，容積
パレットパターン
高荷化

要因 ( Activity )
生産工場
輸送ルート
直送化

輸送距離

輸送数量 売上げ数量
積送 数量

複合
構造

工 場 － L C 輸 送 の 構 造

１３０万トン

売上数量 ：
1.3 億梱

要素分解 =  製品毎 ／ ルート毎 ／ 車両ごと ：梱特性ベース費用配分

2,000品目 × 400ルート × 150,000台 （年間）

（車建契約）

輸送エネルギー消費の構造
All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation
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 ﾊﾐﾝｸﾞLL、ﾊﾐﾝｸﾞ1/3L 積送距離と梱単価

0

100

200

300

400

500

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400
積送距離（Km）

梱単価（円/梱)

119989 ﾊﾐﾝｸﾞ1/3L

122990 ﾊﾐﾝｸﾞLL

○ の大きさは99年11月数量

小型化製品

従来製品

○の大きさは数量
○ の大きさは99年11月数量○の大きさは数量

輸送量把握：製品供給

製品毎に輸送車種・積載量・輸送トンキロを全て把握

All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

外装
開発

井
桁
仕
切

９.3 kg/梱

９梱/段×３段/PL=２７梱/PL

平面：93.7%
体積：76.5%

１５袋／梱

その他合理化金額

･外装等 :○○百万円／年

積送費削減額

○○百万円／年

1070

1060

１２梱/段×３段/PL=３６梱/PL(133%)

平面：95.1%
体積：77.6%９.3 kg/梱

１５袋／梱
圧
縮
包
装

パウチ製品の物流効率向上

STEP－2 体積の積載効率向上
（個装高さ縮少）

1095

1095

メリット
ビオレ H

L

12×4段/PL

12×3段/PL

パウチサイズ

② 150×244 mm

内容量

400 ml

500 ml

550 ml

積載数

① 150×222 mm

12×4段/PL

品種 新サイズ

150×222mm

積載数

ﾒﾘｯﾄ

ビオレ

ｴｯｾﾝｼｬﾙ

12×3段/PL 12×4段/PL(133%)

STEP－１平面の積載効率向上
（密度アップ）

ﾊﾟｳﾁ高さを22mm減すと133％の積載効率向上となる

積送費削減額：××百万円／年、 パウチ材料費:××百万円／年 合計１○○ 百万円／年

従 来

合計１ＸＸ百万円／年

内容量

400 ml

500 ml

All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation
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バラ輸送

パレット輸送（従来）

バラ輸送とパレット輸送の荷姿バラ輸送とパレット輸送の荷姿

・モーダルシフト化率の推移

54.6

38.6

32.1

67.0

39.6

40.4

42.9

41.9

43.4
39.8

39.9

39.1

39.4

39.4

36.5
34.5

33.4

37.1

34.7

39.5

33.3

36.8
39.6

40.7

40.740.7

43.5
46.6

61.0

68.0

62.0
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国内のﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ化率（％） 花王のﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ化率（％）
（％）

バブル景気
第1次物流施策大網で
ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ化率を５０％
に設定（2010年までに）

改正省エネ法
施行（予定）

京都議定書
発効

ﾃﾞｨｾﾞﾙ排ｶﾞｽ規制
の条約施行（東京・
神奈川・埼玉・千葉）

第1回ｴｺﾚｰﾙﾏｰｸ
の認定を取得

（年）

トラック輸送： ０．１７８ ｋｇ-ＣＯ2／ﾄﾝｷﾛ （参考値３トン車）

鉄 道 ： ０．０２１ ｋｇ-ＣＯ2／ﾄﾝｷﾛ
内航船舶 ： ０．０４０ ｋｇ-ＣＯ2／ﾄﾝｷﾛ

環境負荷低減の推進
All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation
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トラック輸送
63%

鉄道輸送
37%海上輸送

39%

トラック輸送
38%

鉄道輸送
23%

・鉄道貨物輸送はトラック貨物輸送に比べ二酸化炭素排出量が約１／８となる。

＊輸送モード別物量(輸送距離５００Ｋｍ以上）

・鉄道，海上貨物輸送へのモーダルシフト化

エコレールマーク基準の
鉄道利用率 ・・・

鉄道，海上貨物輸送への
モーダルシフト化率 ・・・

第１回エコレールマークの
認定を取得（2005.5.24）

【認定基準】

数量または、数量×距離の比率で１５％以上の
輸送（５００Ｋｍ以上の陸上貨物輸送）に鉄道を
利用していること

６２％ ３７％

環境負荷低減の取組み
All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation
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（ SCI monitor ）

サプライチェーンの統合と制御

Supply Chain Integration monitor


